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『
百
人
一
首
と
歌
仙
絵
』 

  

十
一
月
十
二
日 

 
「
歌
仙
絵
」
と
は
何
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

因
州
池
田
侯
爵
家
旧
蔵
探
幽
筆
「
百
人
一
首
画
帖
」
よ
り
柿
本
人
丸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
別
冊
太
陽
『
百
人
一
首
へ
の
招
待
』) 
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１ 
歌
仙
と
は 

 

和
歌
に
す
ぐ
れ
た
人
。(
唐
の
詩
人
・
李
白
を
「
詩
仙
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
) 

特
に
、『
古
今
和
歌
集
』「
真
名
序
」 

で
柿
本
人
麿
と
山
部
赤
人
を
「
和
歌
仙
(
和
歌
の
ひ
じ
り
)」
と
し
、
ま

た
、「
仮
名
序
」
で
紀
貫
之
が
選
ん
だ
六
人1

の
歌
人
、
藤
原
公
任
が
選
ん
だ
三
十
六
人2

の
歌
人
を
、
の
ち
の
時
代

に
「
六
歌
仙
」「
三
十
六
歌
仙
」
と
称
し
た
。
六
歌
仙
・
三
十
六
歌
仙
に
な
ら
ỵ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
に
和
歌

の
名
手
を
選
び
、「
歌
仙
」
と
称
え
た
。 

 

２ 

歌
仙
絵
と
は 

 

和
歌
に
す
ぐ
れ
た
歌
人
の
肖
像
画
。
歌
人
の
肖
像
と
そ
の
歌
人
の
代
表
歌
を
書
い
た
も
の
。
巻
物
・
屏
風
・
画

帖
・
扁
額
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の
も
の
が
生
ま
れ
た
。
と
く
に
、
神
社
に
奉
納
す
る
扁
額
に
は
、
歌
仙
絵
が
盛

ん
に
用
い
ら
れ
、
現
在
で
も
各
地
の
神
社
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
」3

の
中
か
ら
、
特
徴
的
か
つ
有
名
な
歌
仙
絵
を
取
り
上
げ
、
ま
た
同
時
代
お
よ
び
後

代
の
別
の
歌
仙
絵
と
比
較
す
る
。 

 

ち
な
み
に
、
鎌
倉
時
代
に
は
い
く
つ
か
の
「
三
十
六
歌
仙
絵
」
が
成
立
し
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
に
好
ま
れ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

① 

上
畳
本
三
十
六
歌
仙
絵 

歌
人
た
ち
の
構
図
は
「
佐
竹
本
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
歌
仙
絵
の
下
に
畳
が
描
か
れ

て
い
る
。 

② 

業
兼
本
三
十
六
歌
仙
絵 

本
文
の
筆
者
を
平
業
兼
(
伝
未
詳
)
と
す
る
歌
仙
絵
。
現
存
す
る
の
は
、
１
５

点
の
み
だ
が
、
模
本
が
伝
わ
ỵ
て
い
る
。
構
図
お
よ
び
和
歌
が
「
佐
竹
本
」
と
は
異
な
る
も
の
が
多
い
。 

③ 

為
家
本
三
十
六
歌
仙
絵 

藤
原
定
家
の
息
子
・
為
家
が
書
い
た
と
す
る
白
描
画
の
歌
仙
絵
。 

④ 

為
氏
本
三
十
六
歌
仙
絵 

為
家
の
息
子
・
為
氏
が
筆
者
と
伝
わ
る
歌
仙
絵
。
絵
は
業
兼
本
と
ほ
ぼ
同
じ
。 

 
1 

僧
正
遍
昭
、
在
原
業
平
、
文
屋
康
秀
、
喜
撰
法
師
、
小
野
小
町
、
大
伴
黒
主 

2 

柿
本
人
麻
呂
・
山
部
赤
人
・
大
伴
家
持
・
猿
丸
大
夫
・
僧
正
遍
昭
・
在
原
業
平
・
小
野
小
町
・
藤
原
兼
輔
・
紀

貫
之
・
凡
河
内
躬
恒
・
紀
友
則
・
壬
生
忠
岑
・
伊
勢
・
藤
原
興
風
・
藤
原
敏
行
・
源
公
忠
・
源
宗
于
・
素
性
法

師
・
大
中
臣
頼
基
・
坂
上
是
則
・
源
重
之
・
藤
原
朝
忠
・
藤
原
敦
忠
・
藤
原
元
真
・
源
信
明
・
斎
宮
女
御
・
藤
原

清
正
・
藤
原
高
光
・
小
大
君
・
中
務
・
藤
原
仲
文
・
清
原
元
輔
・
大
中
臣
能
宣
・
源
順
・
壬
生
忠
見
・
平
兼
盛 

3 

鎌
倉
時
代
中
期
に
成
立
し
た
三
十
六
歌
仙
絵
。
も
と
は
下
鴨
神
社
に
伝
来
し
、
の
ち
に
秋
田
(
久
保
田
藩
)
藩

主
・
佐
竹
家
の
所
蔵
と
な
ỵ
た
。
も
と
は
絵
巻
２
巻
の
形
で
あ
ỵ
た
が
、
大
正
８
年 

１
９
１
９
年
に
、
料
紙
ご

と
に
剥
が
さ
れ
分
断
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
す
で
に
江
戸
時
代
に
分
断
さ
れ
て
い
た
形
跡
も
あ
る
。 



2 

 

  

江
戸
時
代
に
「
佐
竹
本
」
の
修
理
を
し
た
の
が
絵
師
の
狩
野
探
幽
で
あ
ỵ
た
。「
佐
竹
本
」
に
刺
激
さ
れ
た
形

で
、
狩
野
探
幽
自
身
が
描
い
た
『
新
三
十
六
歌
仙
画
帖
』
や
『
百
人
一
首
歌
仙
帖
』
が
美
術
品
と
し
て
の
価
値
も

高
い
。
さ
ら
に
、
慶
⾧
年
間
(
１
５
９
６
Ộ
１
６
１
５
)
に
刊
行
さ
れ
た
本
阿
弥
光
悦
の
書
に
よ
る
古
活
字
本

(
版
本
)、
寛
永
年
間
(
１
６
２
４
Ộ
１
６
４
４
)
に
刊
行
さ
れ
た
角
倉
素
庵
の
書
に
歌
人
の
絵
を
添
え
た
木
版

本
が
存
在
し
、
現
在
の
い
わ
ゆ
る
「
か
る
た
」
と
し
て
の
歌
仙
絵
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 

さ
ら
に
、
江
戸
時
代
に
は
、
役
者
絵
・
美
人
画
な
ど
の
浮
世
絵
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ổ
ジ
ἂ
ン
の

歌
仙
絵
が
登
場
し
た
。 

  

(
１
)
柿
本
人
麿 

 

(
２
)
猿
丸
大
夫 

 

(
３
)
在
原
業
平 

 
 

(
４
)
小
野
小
町 

 

(
５
)
紀
貫
之 
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(
１
)
柿
本
人
麿
(
人
丸
)4 

 

歌
仙
絵
の
古
例
と
し
て
は
、
平
安
時
代
後
期
に
、
藤
原
兼
房5

が
、
夢
に
現
れ
た
「
柿
本
人
麿
」
の
絵
を

絵
師
に
描
か
せ
、
和
歌
の
上
達
を
祈
ỵ
た
の
が
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
の
ち
に
、
藤
原
顕
季6

が
人
麿
の
絵
を
壁

に
掛
け
、「
人
麿
影
供
」
と
い
う
和
歌
上
達
を
記
念
す
る
歌
会
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
ỵ
た
(『
十
訓
抄
』

『
古
今
著
聞
集
』
な
ど
)。
こ
の
時
の
絵
に
は
「
ほ
の
ぼ
の
と
明
石
の
浦
の
朝
霧
に
島
隠
れ
行
く
舟
を
し
ぞ

思
ふ
」
と
い
う
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。 

 
 

 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
(
写
)(
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

現
在
、『
小
倉
百
人
一
首
』
に
「
人
丸
」
の
歌
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の

し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む
」(
表
紙
参
照
)
で
あ
る
。
実
は
、
ど
ち
ら
も
柿
本
人
麿

の
歌
で
は
な
い
。「
あ
し
び
き
の
」
の
歌
は
、
御
子
左
家
で
あ
る
藤
原
俊
成
が
、
対
立
関
係
に
あ
る
六
条
藤

家
と
同
じ
歌
を
使
う
の
を
避
け
て
、『
俊
成
三
十
六
人
歌
合
』
に
選
び
入
れ
た
た
め
と
さ
れ
る
。 

ま
た
、
そ
の
他
の
歌
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。 

 
4 

『
万
葉
集
』
で
は
「
人
麻
呂
」、『
古
今
和
歌
集
』
で
は
「
人
麿
」、『
小
倉
百
人
一
首
』
で
は
「
人
丸
」
と
表
記

す
る
の
が
一
般
的 

5 

１
０
０
１
Ộ
１
０
６
９ 

藤
原
北
家
・
藤
原
道
兼
(
兼
家
三
男
)
の
孫
。
奇
矯
な
ふ
る
ま
い
で
知
ら
れ
る
一
方

で
、
和
歌
を
好
み
、
能
因
や
相
模
と
の
交
流
が
知
ら
れ
る
。 

6 

１
０
５
５
Ộ
１
１
２
３ 

歌
道
家
流
派
の
ひ
と
つ
「
六
条
藤
家
」
の
祖
。 

「
か
た
は
ら
に
年
高
き
人
あ
り
。
直
衣
に

薄
色
の
指
貫
、
紅
の
下
の
袴
を
着
て
、
な

え
た
る
烏
帽
子
を
し
て
、
烏
帽
子
の
尻
、

い
と
高
く
て
、
常
の
人
に
も
似
ざ
り
け

り
。
左
の
手
に
紙
を
も
て
、
右
の
手
に
筆

を
染
め
て
、
も
の
を
案
ず
る
気
色
な
り
」 

(
兼
房
の
)
そ
ば
に
年
配
の
人
が
い
た
。
直
衣

に
、
薄
色
の
指
貫
袴
を
は
き
、
紅
色
の
下
袴
を

つ
け
、糊
の
き
い
て
い
な
い
柔
ら
か
な
烏
帽
子

を
か
ぶ
り
、
烏
帽
子
の
後
ろ
尻
は
異
様
に
高

い
。ど
う
み
て
も
普
通
の
人
に
は
見
え
な
い
人

だ
ỵ
た
。
左
の
手
に
紙
を
持
ち
、
右
の
手
に
筆

を
染
め
、
何
か
、
物
を
考
え
て
い
る
ふ
う
で
あ

ỵ
た
。『
十
訓
抄
』
巻
四―
二 
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為
氏
本
三
十
六
歌
仙
絵
(
国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品 

ColBase

) 

(
２
)
猿
丸
大
夫 

 

 
 

 

四
位
以
上
が
着
用
す
る
黒
袍
の
束
帯
姿 

 

 
 

 
 

 
 

 

業
兼
本
三
十
六
歌
仙
絵 

竜
田
川 

も
み
ぢ
葉
流
る
神
奈
備
の 

三
室
の
山
に
時
雨
降
る
ら
し 

 

(
竜
田
川
に
は
紅
葉
が
流
れ
て
い
る
。
上
流
に
あ

る
神
の
お
わ
す
三
室
山
に
時
雨
が
降
ỵ
て
い
る

か
ら
だ
ろ
う
) 

 

『
古
今
和
歌
集
』
で
は
「
よ
み
人
知
ら
ず
」
の
歌
。

『
拾
遺
和
歌
集
』
で
「
人
麿
」
の
歌
と
し
て
入
集
。 

 

衣
装
は
ほ
ぼ
同
じ
(
萎
装
束
)
だ
が
、
筆
・
紙
・

硯
が
な
い
こ
と
に
注
意 

目
と
鼻
が
大
き
く
描
か
れ
猿
顔
？ 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
(
日
本
絵
巻
物
全
集
１
９ 

 
 

三
十
六
歌
仙
絵 

角
川
書
店
) 
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『
百
人
一
首
』
光
悦
筆 

(
跡
見
学
園
女
子
大
学 

 
 

 
 

光
琳
か
る
た 

百
人
一
首
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 

(『
別
冊
太
陽 

百
人
一
首
へ
の
招
待
』) 

 
 

 
 

手
を
顔
に
近
づ
け
、
苦
悩
の
ポ
ổ
ズ
？ 

 
 

 
 

目
と
鼻
が
大
き
い
＋
苦
悩
の
ポ
ổ
ズ
？ 

 
 

 
 

狩
衣
姿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

遠
く
を
見
る
ポ
ổ
ズ
？ 

(
３
)
在
原
業
平 

 
 

 
 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

為
家
本
時
代
不
同
歌
合
(C

olBase

) 

(『
別
冊
太
陽 

百
人
一
首
へ
の
招
待
』 

 
 

 
 

 
 

武
官
姿
の
業
平
。
弓
・
胡
簶
・
緌
を
つ
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 
 

 

右
手
を
顔
に
近
づ
け
て
い
る
の
が
特
徴
。
指
貫 

冠
直
衣
姿
の
業
平
。
冠
の
垂
纓
が
前
に
流
れ
て
い
る
。 

 

の
裾
を
結
び
襪
(
し
と
う
ず
)
は
見
え
な
い
。 

 
 

 

扇
を
開
い
て
い
る
の
が
特
徴
(
女
性
的
) 
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光
琳
か
る
た
(『
別
冊
太
陽 

百
人
一
首
へ
の
招
待
』) 

袍
は
夏
の
直
衣
に
用
い
ら
れ
る
三
重
襷
文
様
の
縹
色
。
右
手
を
顔
に
近
づ
け
る
ポ
ổ
ズ
は
為
家
本
を
踏
襲
。 

指
貫
か
ら
襪
(
し
と
う
ず
)
が
見
え
て
い
る
。 

こ
の
図
は
有
名
で
、
業
平
と
言
え
ば
こ
の
パ
タ
ổ
ン
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
三
重
襷
文
様
と
そ
の
バ
リ
エ
ổ
シ

ἂ
ン
の
一
種
が
「
業
平
菱
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
ỵ
た
。 

(
４
)
小
野
小
町 

 

 
 

 
 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵 

 
 

 
 

 

(『
別
冊
太
陽 

百
人
一
首
へ
の
招
待
』 

 
 

 
 

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

唐
衣
・
裳
を
つ
け
た
女
房
装
束
の
後
ろ
姿 

五
衣
の
最
上
衣
の
赤
・
唐
衣
の
麹
塵 

(
き
く
じ
ん 

く
す
ん
だ
黄
緑
色
)
は 

勅
許
を
得
た
者
し
か
着
ら
れ
な
い
色
(
禁
色
)。 

高
級
女
房
の
姿
と
し
て
描
か
れ
る
。 

顔
が
見
え
な
い
後
ろ
姿
で
あ
る
の
は
、 

「
美
女
」
を
見
る
も
の
に
想
像
さ
せ
る
た
め
、
と

す
る
。 
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百
人
一
首
画
帖
(
狩
野
探
幽
) 

(
跡
見
学
園
女
子
大
学 

百
人
一
首
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

  

 
 

 

浮
世
絵 

小
野
小
町 

(
鈴
木
晴
信 

ColBase

) 
 

 

錦
絵 

小
野
小
町
(
鳥
居
清
⾧ 

C
olBase

) 

 

わ
び
ぬ
れ
ば
身
を
浮
草
の
根
を
絶
え
て 
 

 
 

 
 

 

衣
装
の
桜
が
「
花
の
色
は
」
の
歌
を
提
示
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

誘
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
ん
と
ぞ
思
ふ 

 
 

 
 

 
 

 
 

河
が
上
記
の
歌
を
提
示 

    

十
二
単
で
は
な
く
、「
細
⾧
」
を
着
て
い
る
小
町

絵
。「
細
⾧
」
と
は
、
平
安
時
代
の
公
家
の
幼
児

服
と
年
若
い
女
子
の
晴
れ
着
。
ま
た
は
身
分
の

高
い
女
性
の
く
つ
ろ
い
だ
時
の
着
物
と
も
。 

な
ぜ
小
町
が
少
女
の
着
物
姿
で
描
か
れ
て
い
る

か
は
不
明
。「
小
町
」
の
「
小
ữ
若
」
の
イ
メ
ổ

ジ
か
？ 
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(
５
)
紀
貫
之 

 

 
 

 
 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
三
十
六
歌
仙
画
帖
(
住
吉
如
慶
) 

(『
別
冊
太
陽 

百
人
一
首
へ
の
招
待
』 

 
 

 
 

 
 

 

(
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館 

 

国
立
国
会
図
書
館 

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
デ
ジ
タ
ル
ミ
ἁ
ổ
ジ
ア
ム
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 

   

狩
野
探
幽
に
よ
ỵ
て
江
戸
時
代
に
補
わ
れ
た
も
の
。 

黒
袍
の
束
帯
姿
で
、
後
ろ
に
裾
が
伸
び
る
。 

笏
を
正
し
く
持
ち
、威
儀
を
正
す
。(
遠
く
を
見
る
姿
？
) 

逆
さ
に
膝
に
立
て
た
笏
を
左
手
で
押
さ
え
、
顔

を
寄
せ
る
姿
。
歌
想
を
練
る
姿
と
さ
れ
る
。 

二
首
本
三
十
六
歌
仙
絵 

笏
を
顔
に
近
づ
け
、
思
案
顔 

(
日
本
絵
巻
物
全
集
１
９ 

 

三
十
六
歌
仙
絵 

角
川
書
店
) 

業
兼
本
三
十
六
歌
仙
絵
(
模
本
) 

笏
を
右
手
で
持
ち
、
膝
に
立
て
る
姿
。 

(
日
本
絵
巻
物
全
集
１
９ 

三
十
六
歌
仙
絵 

 

角
川
書
店
) 
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次
回
は
、『
小
倉
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵
の
姿
(
ポ
ổ
ズ
)
か
ら
、
何
を
表
し
て
い
る
の
か
を 

考
え
て
い
き
ま
し
Ỹ
う
。



0 

 

『
百
人
一
首
と
歌
仙
絵
』 

 

十
一
月
十
九
日 

 

『
小
倉
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

紫
式
部 

『
錦
百
人
一
首
あ
づ
ま
織
(
流
布
本
)』 

(
跡
見
学
園
女
子
大
学 

百
人
一
首
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 紫
式
部 

『
女
房
三
十
六
歌
仙
図
画
帖
』 

(
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
) 

 



1 

 

３ 
歌
仙
絵
か
ら
カ
ル
タ
へ 

(
１
) 
カ
ル
タ
の
伝
来 

日
本
に
カ
ル
タ
を
伝
え
た
の
は
安
土
桃
山
時
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
商
人
と
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
大
航
海
時

代
に
ア
ジ
ア
に
進
出
し
た
商
人
た
ち
が
ひ
ろ
め
た
も
の
で
、
天
正
Ộ
文
禄
年
間
(
１
５
７
３
Ộ
１
５
９
６
)

に
は
日
本
に
入
ỵ
て
き
て
い
た
と
い
う
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
る
。
遊
び
方
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
が
、
熊
本
県
人
吉
市
に
伝
わ
る
「
う
ん
す
ん
カ
ル
タ
」
で
あ
る
。 

 
 

 

遊
郭
で
カ
ル
タ
遊
び
を
し
て
い
る
遊
女
が
描
か
れ
た
「
婦
女
遊
楽
図
屏
風
」(
松
浦
屏
風
)
な
ど
も
あ
り7

、

江
戸
初
期
の
カ
ル
タ
の
流
行
が
う
か
が
え
る
。 

(
２
) 

絵
合
わ
せ
カ
ル
タ 

 

一
方
で
、
平
安
時
代
か
ら
の
伝
統
遊
戯
に
「
貝
覆
い
」
と
い
う
ハ
マ
グ
リ
の
貝
殻
を
合
わ
せ
る
遊
び
が
あ

 
7 

た
だ
し
、
こ
の
屏
風
は
「
慶
⾧
年
間
を
追
憶
し
て
描
か
れ
た
」
江
戸
中
期
の
作
品
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。 

う
ん
す
ん
カ
ル
タ 

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
伝
わ
ỵ
た
か
る
た
が
日
本

風
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
カ
ổ
ド
ゲ
ổ
ム
。 

ポ

ル
ト
ガ
ル
語
で｢
う
ん｣

は｢

一｣

、｢

す
ん｣

は

｢

最
高｣

の
意
。 ｢

か
る
た｣
も
実
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
。 

計
７
５
枚
の
カ
ổ
ド
に
は
、
日
本
、

中
国
、
西
洋
の
趣
味
や
風
俗
が
入
り
混
じ
ỵ

た
独
特
な
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。 

(
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
) 



2 

 

り
、
ハ
マ
グ
リ
の
代
わ
り
に
小
紙
片
ữ
カ
ル
タ
に
図
像
を
描
い
て
合
わ
せ
る
「
絵
合
わ
せ
カ
ル
タ
」
が
考
案

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
草
花
尽
く
し
、
鳥
獣
尽
く
し
、『
源
氏
物
語
』
の
絵
尽
く
し
な
ど
が
あ
り
、
二
枚
な
い
し

は
三
枚
の
絵
を
合
わ
せ
る
遊
戯
法
で
あ
ỵ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

(
３
) 

歌
合
せ
カ
ル
タ 

江
戸
時
代
初
期
に
、
細
川
家
で
は
、「
古
今
の
札
」
と
い
う
遊
び
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
古
今
和
歌
集
』
の
和

歌
に
つ
い
て
、
上
の
句
の
初
め
の
五
文
字
と
、
下
の
句
の
初
め
の
五
文
字
(
七
文
字
？
)
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の

小
紙
片
に
書
い
て
合
わ
せ
と
る
遊
び
で
あ
ỵ
た
と
い
う
。
こ
の
上
の
句
と
下
の
句
の
全
句
を
分
か
ち
書
き
し

て
、
対
応
す
る
二
枚
の
小
紙
片
を
合
わ
せ
と
る
遊
び
を
細
川
家
の
「
し
う
か
く
院
」
と
い
う
女
性
が
考
案
し

た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。8 

こ
れ
が
「
歌
合
せ
カ
ル
タ
」
の
始
ま
り
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
歌
仙
絵
付

き
の
歌
合
せ
の
カ
ル
タ
に
発
展
し
て
い
ỵ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

(
４
) 

歌
合
わ
せ
カ
ル
タ
に
お
け
る
歌
仙
絵 

 

江
戸
時
代
の
初
期
・
前
期
に
成
立
し
た
「
百
人
一
首
歌
合
せ
カ
ル
タ
」
は
、
上
の
句
の
札
に
歌
人
の
肖
像

画
を
描
き
、
下
の
句
と
合
わ
せ
と
る
も
の
だ
ỵ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
同
時
期
の
、「
百
人
一
首
歌
合
わ
せ
カ

ル
タ
」
以
外
の
「
歌
合
せ
カ
ル
タ
」
で
は
、
歌
意
に
ち
な
ん
だ
図
像
が
描
か
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
源
氏
物

語
歌
合
せ
カ
ル
タ
」
や
「
伊
勢
物
語
歌
合
せ
カ
ル
タ
」
で
は
、
ヒ
ン
ト
と
な
る
絵
と
上
の
句
、
文
字
だ
け
の
下

の
句
が
描
か
れ
た
。(
次
ペ
ổ
ジ
参
照
) 

「
百
人
一
首
歌
合
わ
せ
カ
ル
タ
」
の
歌
仙
絵
は
、
鎌
倉
時
代
の
三

十
六
歌
仙
絵
や
、
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
描
い
た
狩
野
探
幽
の
「
画
帖
」、
江
戸
時
代
の
本
阿
弥
光
悦
の
書
に

よ
る
古
活
字
本
(
版
本
)、
寛
永
年
間
(
１
６
２
４
Ộ
１
６
４
４
)
に
刊
行
さ
れ
た
角
倉
素
庵
の
書
に
歌
人
の

絵
を
添
え
た
木
版
本
を
手
本
と
し
て
彩
色
し
た
も
の
が
古
形
で
あ
ỵ
た
(
歌
人
の
ポ
ổ
ズ
が
ほ
ぼ
同
形
)。 

  

 
8 

も
の
と
人
間
の
文
化
史
「
か
る
た
」
江
橋
崇 
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『
伊
勢
物
語
御
歌
か
る
た
』(
同
志
社
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 

 

元
禄
期
に
入
る
と
、
画
工
た
ち
は
歌
意
を
こ
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
姿
の
歌
仙
絵
を
描
く
よ
う
に
な
り
、
多
種
多

様
な
「
百
人
一
首
歌
合
わ
せ
カ
ル
タ
」
が
誕
生
し
た
。 

ま
た
、
下
の
句
に
挿
絵
が
つ
く
「
む
べ
山
カ
ル
タ
」
と
言
わ
れ
る
賭
博
性
の
高
い
カ
ル
タ
も
誕
生
し
、
こ
の

カ
ル
タ
の
挿
絵
は
、
歌
意
を
も
じ
ỵ
た
「
俗
」
な
戯
画
で
あ
る
こ
と
も
多
か
ỵ
た
。 

 

上
の
句 

 

春
日
野
の
若
紫
の
す
り
衣 

下
の
句 

 

し
の
ぶ
の
乱
れ 

 

限
り
し
ら
れ
ず 

 

絵 
 

二
人
の
女
性
と
、
垣
間
見
す
る
男 

 

『
伊
勢
物
語
』
第
一
段
「
初
冠
」 

む
か
し
、
男
初
冠
し
て
、
奈
良
の
京

春
日
の
里
に
、
し
る
よ
し
し
て
、
狩

り
に
往
に
け
り
。 

そ
の
里
に
、
い
と

な
ま
め
い
た
る
女
は
ら
か
ら
住
み

け
り
。
こ
の
男
か
い
ま
み
て
け
り
。 

思
ほ
え
ず
、
ふ
る
里
に
い
と
は
し
た

な
く
て
あ
り
け
れ
ば
、
心
地
ま
ど
ひ

に
け
り
。 
男
の
、
着
た
り
け
る
狩
衣

の
裾
を
切
り
て
、
歌
を
書
き
て
や

る
。 

そ
の
男
、
信
夫
摺
の
狩
衣
を
な

む
着
た
り
け
る
。(
後
略
) 

「
む
べ
山
カ
ル
タ
」(
嵯
峨
嵐
山
文
華
館
) 

殷
富
門
院
大
輔 

 

見
せ
ば
や
な
雄
島
の
あ
ま
の
袖
だ
に
も 

ぬ
れ
に
ぞ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
ず 

(
あ
な
た
に
見
せ
た
い
も
の
で
す
。
松
島
に
あ
る
雄
島
の
漁
師
の
袖
で
さ
え
、
波

を
か
ぶ
ỵ
て
濡
れ
に
濡
れ
て
も
色
は
変
わ
ら
な
い
と
い
う
の
に
。
私
は
涙
を
流
し

す
ぎ
て
血
の
涙
が
出
て
、
涙
を
拭
く
袖
の
色
が
変
わ
ỵ
て
し
ま
い
ま
し
た
) 

下
の
句
の
絵 

 

赤
い
紙
の
上
に
置
か
れ
た
小
判→

小
判
は
色
が
変
わ
ら
な
い 

 
 

 

(
下
の
句
の
「
色
は
か
は
ら
ず
」
か
ら
の
戯
画
) 
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４ 
『
小
倉
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵 

右
上
段
⽇
江
戸
時
代
(
１
７
７
５
年
刊
)『
錦
百
人
一
首
あ
づ
ま
織
(
流
布
本
)』 

(
跡
見
学
園
女
子
大
学 

百
人
一
首
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

 
 

立
ち
姿
が
多
く
、
独
自
色
の
強
い
歌
仙
絵 

以
下
の
伝
統
的
な
歌
仙
絵
と
一
線
を
画
す 

右
下
段
⽇
江
戸
時
代
(
寛
文
年
間
)『
探
幽
百
人
一
首
画
帖9

』(
跡
見
学
園
女
子
大
学 

百
人
一
首
コ
レ
ク
シ
ἂ
ン
) 

左
上
段
⽇
江
戸
時
代
(
元
禄
以
前
)『
滴
翠
美
術
館
所
蔵
道
勝
法
親
王
筆 

百
人
一
首
絵
入
り
歌
か
る
た
』10 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(
図
説
百
人
一
首 

石
井
正
己 

河
出
書
房
新
社
) 

左
下
段
(
参
考
)
現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
百
人
一
首
カ
ル
タ
(
銀
鳥
産
業
社
) 

 

３
番
歌
⽇
柿
本
人
丸 

あ
し
び
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
な
が
な
が
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む 

 
 

 

 
 

 

  

 
9 

画
像
は
、
狩
野
探
幽
の
『
百
人
一
首
手
鑑
』
の
写
し
で
成
立
年
は
不
明
。
寛
文
は
１
６
６
１
Ộ
１
６
７
３
年 

10 

従
来
は
、
慶
⾧
・
元
和
年
間
(
１
５
９
６
Ộ
１
６
２
４
)
に
制
作
さ
れ
た
最
古
の
百
人
一
首
歌
カ
ル
タ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
が
、
江
橋
崇
氏
の
説
に
従
い
、
元
禄
(
１
６
８
８
Ộ
１
７
０
４
)
頃
の
成
立
と
す
る
。 
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５
番
歌 

猿
丸
大
夫 

奥
山
に
も
み
ぢ
踏
み
分
け
鳴
く
鹿
の
声
き
く
と
き
ぞ
秋
は
か
な
し
き 

 
 

 

 
 

 

 

９
番
歌 

小
野
小
町 

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
づ
ら
に 

我
が
身
世
に
ふ
る
な
が
め
し
せ
ま
に 

 
 

 

 
 

 
 

光
悦
筆
『
百
人
一
首
』 
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１
７
番
歌 

在
原
業
平 

ち
は
や
ぶ
る
神
代
も
き
か
ず
竜
田
川 

か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
く
る
と
は 

 
 

 

 
 

 

 

２
２
番
歌 

文
屋
康
秀 

吹
く
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
を
る
れ
ば 

む
べ
山
風
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
む 
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３
３
番
歌 

紀
友
則 

ひ
さ
か
た
の
光
の
ど
け
き
春
の
日
に 

し
づ
心
な
く
花
の
散
る
ら
む 

 
 

 

 
 

 

３
５
番
歌 

紀
貫
之 

人
は
い
さ
心
も
知
ら
ず 

ふ
る
さ
と
は
花
ぞ
昔
の
香
に
に
ほ
ひ
け
る 
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４
３
番
歌 

権
中
納
言
敦
忠 

逢
ひ
見
て
の
後
の
こ
こ
ろ
に
く
ら
ぶ
れ
ば 

昔
は
も
の
を
思
は
ざ
り
け
り 

 
 

 

 
 

４
８
番
歌 

源
重
之 

風
を
い
た
み
岩
う
つ
浪
の
お
の
れ
の
み 

砕
け
て
も
の
を
思
ふ
こ
ろ
か
な 
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５
７
番
歌 

紫
式
部 

め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と
も
分
か
ぬ
間
に 

雲
が
く
れ
に
し
夜
半
の
月
か
な 

 
 

 

 
 

 

 

 

  

『
女
房
三
十
六
歌
仙
図
画
帖
』 

(
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
) 

 

見
し
人
の
煙
と
な
り
し 

夕
べ
よ
り 

名
ぞ
む
つ
ま
し
き
塩
釜
の
浦 

 

(
親
し
ん
で
い
た
人
ữ
夫
が
煙

と
な
ỵ
て
消
え
て
し
ま
ỵ
た
夕

以
降
、「
睦
ま
じ
」と
い
う
音
に
通

う
「
陸
奥(

む
つ)

」
の
国
の
「
塩

釜
の
浦
」
で
た
な
び
く
、
塩
焼
き

の
煙
ま
で
も
が
慕
わ
し
く
感
じ

ら
れ
る
こ
と
だ
な
Ự
) 

 

※
夫
・
藤
原
宣
孝
の
死
後
、
こ
の

世
の
は
か
な
さ
を
嘆
い
て
い
た

紫
式
部
が
陸
奥
国
の
名
所
絵
を

見
て
詠
ん
だ
歌
。 
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６
０
番
歌 

小
式
部
内
侍 

大
江
山
い
く
野
の
道
の
遠
け
れ
ば 

ま
だ
ふ
み
も
見
ず
天
の
橋
立 

 
 

 

 
 

 

６
２
番
歌 

清
少
納
言 

夜
を
こ
め
て
鳥
の
そ
ら
音
は
は
か
る
と
も 

世
に
逢
坂
の
関
は
ゆ
る
さ
じ 
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６
６
番
歌 

(
前
)
大
僧
正
行
尊 

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
思
へ
山
桜 

花
よ
り
ほ
か
に
知
る
人
も
な
し 

 
 

 

 
 

 

７
４
番
歌 

源
俊
頼
朝
臣 

憂
か
り
け
る
人
を
初
瀬
の
山
お
ろ
し
よ 

は
げ
し
か
れ
と
は
祈
ら
ぬ
も
の
を 
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７
６
番
歌 

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣 

 

わ
た
の
原
こ
ぎ
出
で
て
見
れ
ば
ひ
さ
か
た
の
雲
居
ひ
ま
が
ふ
沖
つ
白
波 

 
 

 
 

８
０
番
歌 

待
賢
門
院
堀
河 

⾧
か
ら
む
心
も
知
ら
ず
黒
髪
の 

み
だ
れ
て
今
朝
は
も
の
を
こ
そ
思
へ 
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８
９
番
歌 

式
子
内
親
王 

玉
の
緒
よ
絶
え
な
ば
絶
え
ね 

な
が
ら
へ
ば
忍
ぶ
る
こ
と
の
弱
り
も
ぞ
す
る 

 
 

 
 

９
０
番
歌 

殷
富
門
院
大
輔 

見
せ
ば
や
な
雄
島
の
あ
ま
の
袖
だ
に
も 

濡
れ
に
ぞ
濡
れ
し
色
は
か
は
ら
ず 
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９
７
番
歌 

権
中
納
言
定
家 

こ
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
浦
の
夕
な
ぎ
に 

焼
く
や
藻
塩
の
身
も
こ
が
れ
つ
つ 
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